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Abstract 
During the cour.-:e of studies on the uti lization of tar bases， the analysis 
of these trace q uantiti巴3has be3n nec巴ssary，and sO w白 appliedit for I-picolin巴
as w巴IaョaneW method for pyridine， which benzidine hydrochloride and cy-
anogen bromide are added and thョreactionis carried out in a layer of butanol. 
Factors affecting the r巴action，such as PH， concentration of reagent， temperatlト
re， and time were exermin吋.Furth巴rmor，己 theint己rferingeffect of ascompanied 
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(1) 1p. p. m I-picoiine 




(2) Benzidine hydrochioride 溶液
撹1'1'- しながら蒸溜水 100cι~11に C.P benzidine hydrochloride 2.0g合溶解させ，それに
conc. HCl溶液2~3i滴を加える。
(3) Cyanogen bromide 溶液
蒸溜水100cι中にKCN1.0grを溶解さぜ， Brが過剰になり淡紅禍色が明白となるまで'Brを
加える。 Brが過剰となったら， 10% KCN 溶液を加えて加剰な Brを消す。この消えた待の溶
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時間および温皮と吸光度との関係



























nicotinic acid， collidine， 2.51ut-






1 N.NaOH (PH. 7.1に試薬溶液を加え
て後調整のため〉を数滴加え， n-Butyl 
alcohol 2 5c. c. BrCN 5cι の割合で調
整される。 I-picolneと加える試料との


























。 2 3 4 品 6 
I夜光度比



















o 1 2 3 4 5 
吸光度比
(d) quinoline添加の影響 第9図 2.5-lutidineの添加の影響
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吸光度比






































28， Uli7 (19:32) 
28， 1お77(19;'2) 
PH 8.2，反応温度370C，反応時間4時間
H. C. Kron日r，M. B. Ettinger， and W. Allan l¥1oor凸 An:tl.chem， 























!UO 500 liUO 
第 14図光波長と吸光度との関係
(C) FH 5.0，反応温度370C，反応時間4時間の3の場合についてp 吸光度と光の波長との関
係を示すと，上の図表14の如くなる。この様に PH7.1の時に何れも 510mμの wavelength 
で maximumabsorptionを示していることがわかった。
この実験結果よりMigrdichian5，Karrer6， Waisman 7， Elvehjemなどによる Pyridine
のみについて BrCNに対する比色反応すなわち。+悶→。-OJHzNCN 
/1'" 
R H Br 
この反応が I-picJ1ineにも同様適用されることが推察された。ただし異る点は-CHaがある
点で，その点が上七色反応速度に多少の影響をもたらす結果になったことと考えられる。
IV 結 ? ?? ?
1) 本実験に必要なるI-picolineに対するPHの影響，酢酸ソーグ溶液濃度の影響， Benzid 
IJWi濃度と BrCN溶液濃度との影響，時間と温度との影響，光の影響等， J:七色反応にかくべか
らざる悶子を研究しその結果として，比色反応は一定温度 (370C)で一定時間 (4時間)， 
暗黒中で放置した場合に，最もよく比色分析に良結果を与へることが明らかになった。したが
5 Mign1ichian， V.， "Chemi，;try of Crgallic CyanogeロCompounds'l，Amer. Chem. Soc. 
M onograph seriぉ， 1¥0.105 P.llO， 1¥:ew york. Reinhold. PubIishing Corp， 1947 
(I Karce:. P，グOrgallicChem.グ3rd.d.， P78fi， Ncw York. EJsevier. PubJishillg Co.， 1947 






2) Collidine， nic0tinic acid， lutidine含有の場合はかなり影響あることが分ったので、
とくに注意する必要がある。他塩基類については相当の濃度でない限り，あまり影響はない。
(昭和初年5万31日受理)
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